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地震先行現象の検出に向けた取組み
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会社概要
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事業部概要
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阪神淡路大震災の経験（1995）

その後も、新潟県中越地震、東日本大震災、熊本地震など、
次々と大規模地震が発生し、日本全土で多くの被害

今後、南海トラフ地震や首都直下型地震といった大規模地震が想定される中、
人命救済・被害軽減に向け、情報通信会社としてできることは何かを模索

近年では多数のデータが取得可能となり、それらを分析する技術（人工知能など）も発展
（自然科学の前提である現象の観察と仮説に対するアプローチする環境が整う）

地震の発生を防ぐことはできないが、もし事前に発生を検知できれば、早期避難などに繋がり
被害を最小限にとどめれる可能性がある → チャレンジ！！
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現状の検知技術

地震発生前

30年50年100年 7日1ヶ月 1時間
揺れ

現状の
活用状況

メカニズム

課題

長期予測（●年後に●%で発生） 緊急地震速報（気象庁）短期予測

◼ 中長期的防災対策の推進のため、
地震調査研究推進本部が公表

◼ 研究段階のため未活用
◼ 警報として気象庁より通知
◼ 気象庁などの地震計データを活用

◼ 定期的に同じ場所で繰り返す地
震に対し、歴史記録や調査研究
から統計的に地震発生間隔・確
率を処理したもの

◼ 電離圏電子数、地殻変動、ラド
ンガス、電磁気、微小地震観測
等から通常とは異なる情報（デー
タ）検知するもの

◼ 実際に発生した地震によるP波をとら
え、S波の到達を速報により知らせる
もの

◼ 短期時間軸での情報の価値は無
いに等しい。

◼ 日本では未だ防災施策としての活
用のコンセンサスを得られていない

◼ 直下型・浅発地震等、震源との距
離が近いほど情報の恩恵はなくなる

地震

P波
１日

朝日新聞デジタルより引用
http://www.asahi.com/special/nankai_trough/

南海トラフ地震時の
津波到達予想時間

地震発生数分後に大津波が予想される
＝揺れがおさまるまでの時間を考慮すると避難する時間がない

（ＡＩや機械学習などを用いて）
地震発生１時間の先行現象検出に向けた研究開始

http://www.asahi.com/special/nankai_trough/


5電離圏電子数異常と大規模地震の関係

300km

電離圏

地上

震源

（震源の上空において）
地震発生１時間～発生直前まで

電子数が増加する傾向が確認されている

NICTより引用(https://aer-nc-web.nict.go.jp/GPS/GEONET/MAP15/2011/070/index.html)

←日本時間（＋９時間）14:20
※地震発生３０分前のデータ

マグニチュード８以上の地震においては
同様の現象が確認されたと報告されています

スマトラ地震（M9.2）
チリ地震（M8.8）
ペルー地震（M8.2）

・
・

https://aer-nc-web.nict.go.jp/GPS/GEONET/MAP15/2011/070/index.html


6もしも数十分前に地震がくることがわかったら？

タイムライン 活用方法

１日前以前 地震時

-1h

地震の発生

• 非常用備蓄確認
• 被害モデルによる被害予測、被害モデルに
基づくアクション
-広域避難ルート確認、誘導/報道準備
-避難所運営準備

• 消防、自衛隊、官公庁等、公共機関にお
ける災害対応人員確保 など

• 経済活動の停止と予防避難の実行
-企業や 学校、幼稚園などでの避難
-高所作業の中断、一次平地への避難
-病院での手術の延期、患者避難誘導
-原子力発電所など 2 次災害リスクがある
施設の停止

-12h

-24h

活用先、活用例

法
人

行
政

工事現場、工場／事務所／集客施設
－作業員の安全確保、２次災害防止

（流通）サプライチェーン確保

（メディア）災害報道

（学校）生徒の安全確保、避難所準備

（病院）医療者・患者の安全確保
医療体制維持

（インフラ）ライフラインの安全確保
安全運航

警察、消防、自衛隊、官公庁、自治体
－災害救助、避難所運営

その他
予兆情報

南海トラフ
臨時情報

企業・自治体へのヒアリング開始
（最適な活用手段の検討）



7最後に

まだまだ実用化に向けては課題は存在します
ただ、何もせずに地震を待つのではなく、まずは行動と考え、研究・事業検討を推進しております

本プロジェクトにご興味がある方、今後の自治体や企業とのディスカッションにご興味がある方
是非当社までお問い合わせください

本日はご清聴いただきまして、誠にありがとうございました


